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クリチバ治安情報（南部３州における豪雨の被害） 

１ ２３日付当地ガゼッタ・ド・ポーヴォ紙及びジアリオ・カタリネンセ紙はブラジ

ル南部３州の豪雨にかかる水害について報じているところ，同記事概要は以下のとお

りです。 

 

（１）２０日からの豪雨（一部は、雹）により伯国南部の１１２の自治体（パラナ州

２５，サンタ・カタリーナ州７０，リオ・グランデ・ド・スール州１７）の５万１千

人以上に被害が及んでいる。うち，緊急事態宣言（エスタード・デ・エメルジェンシ

ア）が発出されているのは，サンタ・カタリーナ州アラクアリ，ボン・ヘチロ，サル

チニョ，サンタ・テレジンニャ・ド・プログレッソ，サン・ジョゼ・ド・セドロ，セ

ハ・アルタの６自治体。サンタカタリーナ州防災局によると，同州の２０日と２１日

の降雨量は例年の９月１ヶ月分に匹敵するとされている。 

 

（２）パラナ州ロンドリーナ市，カンベ市，イビポラン市，ジャタイジンニョ市，プ

ラド・フェヘイラ市及びセルタノポリス市において１３万７千棟で停電となった。同

州コルベリア市においては，市全体の８０％に当たる１万棟に何らかの被害を及ぼし

た。 

 

２ パラナ州及びサンタカタリーナ州の防災局が発表する資料及び関連報道をとりま

とめたところ，以下のとおりです。 

 なお各州防災局の資料につき，パラナ州

（http://www.defesacivil.pr.gov.br/arquivos/File/Ocorrencias-

Imprensa/planilhadia24manha.pdf）及びサンタカタリーナ州

（http://www.defesacivil.sc.gov.br/index.php/ultimas-noticias/2520-boletim-

atualizado-todas-as-regioes.html）は右各サイトにて閲覧可能です。 

 

（１）パラナ州（２４日午前８時３０分現在） 

 ２０日からパラナ州西部，南西部，北西部，北部を中心に３６市において暴風，降

雹，豪雨被害が続出しており，このうちサンジョアン市，サルトドロントゥラ市及び

コルベリア市の３市が非常事態を宣言した。２４日現在の被害状況は，５万３千人の

州民が何らかの被害を受け，３，２３５人が一時避難，このうち２，５１０人が今で

も避難生活を送り，３８人が家屋崩壊の被害，１１，１９１軒の家屋が何らかの被害

を受けている。非常事態を宣言した州西部のコルベリア市では降雹を伴う豪雨で２，

８００軒の家屋に被害が出，一時避難の市民は９１５人に達し，２３人が負傷，被害

額は１千万レアル以上と見込まれる。また，南西部のノヴァプラタドイグアス市では

１，５００軒の家屋に被害が出，被害を受けた市民は６，００６人に及ぶ。更に，北

西部及び中西部においても約９万世帯において停電となるなど州の大部分において被

害がでている。 

同州防災局発表を基にした主な被害状況 

      一時避難者数  被災者数   負傷者数  被害家屋件数   

ｺﾙﾍﾞｲﾗ市     915     11,953      23    2,800 

ﾌﾟﾙﾃﾞﾝﾄﾎﾟﾘｽ市          9,000           1,000 

ﾉｳﾞｧﾌﾟﾗﾀﾄﾞｲｸﾞｱｽ         6,006       5     1,500 



ｻﾙﾄﾄﾞﾛﾝﾄｩﾗ市          4,800           7        1,200 

ｻﾝｼﾞｮｱﾝ市      350          4,353           3       1,000 

ｳﾞｪﾚ市             4,007                  1,000 

ﾄﾞｲｽｳﾞｨｼﾞｰﾆｮｽ市         2,800                700 

ｾﾙｳﾞｨｳﾞｨﾀﾞ市     650       800                200 

ｲﾀﾍﾟｼﾞｬﾗﾄﾞｵｴｽﾃ   180      280               70 

ﾛﾝﾄﾞﾘｰﾅ市       915 

州全体       3,235        53,000            44      11,191 

 

（２）サンタカタリーナ州（２２日１１：１４現在） 

 ２０日夜からサンタカタリーナ州を襲った豪雨及び降雹により州全域にわたって土

砂崩れ，洪水の被害拡大が出ている。２０日からの３日間のイタジャイ渓谷地域，プ

ラナルトスル地域，フロリアノポリス大都市圏，中西部，プラナルトノルテ地域及び

北部海岸地域の雨量は，９月全体の月間降雨量以上となり，このうちランショケイマ

ード市（２４２ｍｍ），リオドカンポ市（２１３ｍｍ），イトゥポランガ市（１９４

ｍｍ），プレジデンテジェトゥリオ市（１８９ｍｍ），ボンジャルジンダセーラ市

（１８６ｍｍ），ポンテアルタ市（１８０ｍｍ），クリチバーノス市（１７９ｍｍ），

チンボ市（１６１ｍｍ）及びシュロエデル市（１６１ｍｍ）等が顕著である。また，

ブルスキ市のイタジャイミリン川，リオドスル市のイタジャイドスル川等の水位が上

昇，イタジャイドスル川は危険水域に達している。なお，同州内７２市に豪雨被害が

及んでおり，このうち９市（アウロラ市，ボンレチロ市，カンポエレ市，エントゥレ

リオス市，マジョルヴィエイラ市，サルチーニョ市，サンタテレジーニャドプログレ

ッソ市，サンジョゼドセドゥロ市及びセラアルタ市）が既に非常事態宣言を行い，こ

の他にもアグロノミカ市，ラウレンチーノ市，ロントゥラス市，プレジデンテジェト

ゥリオ市及びリオドスル市が近々非常事態を宣言する予定。また，州民２万２千人が

何らかの被害を受け，家屋被害による避難者は１万４，３００人，一時避難者３，４

００人，家屋の被害は６，０００軒に達している。 

 

 


